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旬コレ 問い合わせ　農政課（☎27－2757）

―生産者からひとこと
　３月ごろ収穫した物は、
特に甘みが増しておいし
いです。直売所などで見
掛けた際には、ぜひ一度
味わってもらえればと思
います。

―ルージュの宝石箱とは
　JA佐波伊勢崎によるブランド化ミニトマトです。
糖度８度以上をブランド化の基準にしています。
　実が真っ赤な様子から、フランス語で「赤色」という
意味の「ルージュ」と名付けられました。
―特徴は
　濃い甘みと酸味があり、フルーツのようなミニトマ
トです。収穫時期は12月から６月です。
―栽培方法へのこだわり
　土壌の水分量や肥料濃度の管理に気を付けています。
水分量は通常のミニトマトを栽培する場合よりも少な
く調節しています。

コレクション NO.10コレクション NO.10「ルージュの宝石箱」「ルージュの宝石箱」

しもやま農園
代表　下山 顕さん

～ 知ってる？
地元のいい味・この味！～

地元、いせさきの“旬”をお届け！ 旬の農産物
　コレクション

（ミニトマト）

しも　やま あきら

地震への備え 防災対策は日頃から ･･････････････････ P2
４月１日から市の組織体制が変わります ･･･････････ P4
固定資産税 閲覧・縦覧できます ･････････････････････ P6
福祉医療費受給資格者証の確認を ･･･････････････････ P7
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いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

●活動状況は？
▶月２回程度
●活動場所は？
▶殖蓮公民館
●メンバーは？
▶50人

　りぼんスターは、２歳半から就学前のトゥインクルと小学１
年生以上から小学６年生以下のミルキーウェイの２チームから
なるサークルで、チームで時間を分けて活動しています。プロ
ダンサーの指導の下、チアダンスやヒップホップ、バトントワ
リングなど、さまざまなダンスを練習しています。地域のイベ
ントや老人ホームでダンスを披露するなど、精力的に活動して
います。　　　　　　　　　（※写真はトゥインクルの皆さん）

殖蓮公民館（☎26−4560）
第95回

サークル名 キッズ チア＆ダンス りぼんスター

み
ん
な
で
一
緒
に

紙
玉
を
投
げ
て
鬼
退
治

●あなたと市政をつなぐ情報紙●●あなたと市政をつなぐ情報紙● 2020年（令和2年） No.365

3月１日号

編集後記

　東日本大震災から９年。本
市でも震度５弱の強い揺れに
見舞われ、市内各所で住宅の
被害、一時的に食料や燃料不
足が生じたと記憶しています。
この震災をきっかけに地震に
対する考え方が変わり、防災
意識も高まりましたが、月日
の経過とともに薄れてきてい
るように感じます。
　今号では、地震への備えに
ついて特集しています。自分
と自分の大切な人の命を地震
から守るため、家具の固定、
食料の備蓄や非常時持出品な
ど、まずは備えを万全にしま
しょう。　　　　　　　(あ)

主な内容 表紙写真：第四保育所の豆まき
第四保育所では節分の豆まきが行われま
した。子どもたちは「忘れんぼう鬼」や「泣
き虫鬼」など自分の中の悪い鬼を退治す
るため、目の前の鬼に紙玉を投げました。
追い掛けてくる鬼に紙玉を投げ続けると、
観念した鬼たちは逃げていきました。
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現
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●

人
口

 
213,408人

 （前
月

比
＋

19）
●

世
帯

数
 

90,947戸
 （前

月
比

＋
125）
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地震への備え 防災対策は日頃から

広報いせさき　No.365 2020年（令和2年）3月1日号

家
具
を
固
定
し
ま
し
ょ
う

　過
去
の
大
地
震
で
は
、
大
き
な

揺
れ
で
倒
れ
て
き
た
家
具
の
下
敷

き
に
な
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
倒
れ
て
き
た
家
具
に

よ
っ
て
出
入
り
口
が
ふ
さ
が
れ
、

逃
げ
遅
れ
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
家
具
や

出
入
り
口
に
あ
る
家
具
を
固
定
す

る
こ
と
は
地
震
対
策
と
し
て
有
効

で
す
。
寝
室
に
あ
る
家
具
の
配
置

を
見
直
す
な
ど
、
家
の
中
に
安
全

な
空
間
を
作
り
、
家
族
を
地
震
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

地
震
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　地
震
で
起
き
た
火
災
な
ど
は
、

火
災
保
険
で
は
補
償
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
加
入
し
て
い
る

保
険
内
容
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

地
震
保
険
の
必
要
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
の
周
囲
の
安
全
対
策
を

し
ま
し
ょ
う

　家
の
周
囲
に
も
危
険
な
場
所
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
屋
根
の
瓦

や
ア
ン
テ
ナ
が
不
安
定
で
な
い
か

を
確
認
し
て
、
落
下
の
心
配
が
あ

れ
ば
補
強
し
ま
し
ょ
う
。
ブ
ロ
ッ

ク
塀
は
基
礎
や
鉄
筋
が
し
っ
か
り

入
っ
て
い
る
か
、
ひ
び
割
れ
や
傾

き
が
な
い
か
を
確
認
し
、
補
強
や

修
理
は
施
行
業
者
や
近
く
の
工
務

店
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
支
え
合
う
こ
と
が

大
切
で
す

　住
ん
で
い
る
地
域
で
防
災
訓
練

な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ
る
時
は
、

積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
防
災

に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
過
去
の
震
災
で
、
家
具
な

ど
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
々
の
多

く
を
助
け
出
し
た
の
は
、
家
族
や

近
所
の
人
た
ち
で
し
た
。
地
域
で

助
け
合
い
、
協
力
し
合
う
こ
と
で

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

市
で
は
助
け
が
必
要
な
人
を
地
域

で
支
援
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す

　大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
、
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な

人
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
避
難
行
動
要
支
援
者

支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
、

登
録
し
た
個
人
情
報
を
各
行
政
区

の
自
主
防
災
組
織
や
民
生
委
員
な

ど
、
関
係
機
関
に
提
供
す
る
こ
と

で
、
助
け
が
必
要
な
人
を
地
域
で

支
援
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

す
。

対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
介
護
保
険
の
要
介
護
ま
た
は
要

支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

●
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
を
持
っ
て
い
る
人

●
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人

●
難
病
患
者

●
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

人
ま
た
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ

け
の
世
帯
の
人

●
そ
の
他
、
避
難
行
動
に
支
援
が

必
要
な
人

※
施
設
や
病
院
な
ど
に
長
期
入
所・

入
院
し
て
い
る
人
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん

申
し
込
み

　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
直
接
ま
た
は
郵
送
で
安
心
安
全

課
へ

※
申
請
書
の
記
入
が
困
難
な
人
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
既
に
登
録
し
て
あ
る
人
は
、
再

度
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
情
報
の
変
更
や
登
録
取
り
消

し
を
行
う
場
合
に
は
届
け
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い

※
申
請
書
は
安
心
安
全
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

宛
先

　
〒
３
７
２
―
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）

　市
役
所
安
心
安
全

課

非
常
時
に
備
え
て
必
需
品
な
ど

を
用
意
し
て
い
ま
す
か
？

　飲
料
水
や
非
常
食
な
ど
の「
非

常
時
持
出
品
」と
、
毛
布
や
タ
オ

ル
ケ
ッ
ト
な
ど
の「
備
蓄
品
」を
す

ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
準
備
・

点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
災
害

時
に
備
え
て
、
救
援
物
資
な
ど
の

支
援
が
届
く
ま
で
の
間
、
生
活
す

る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

備
蓄
食
料
品
の
賞
味
期
限
切
れ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　防
災
用
の
保
存
食
を
備
蓄
し
て

お
く
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
棚
の

奥
に
し
ま
っ
た
ま
ま
だ
と
、
気
付

い
た
ら
賞
味
期
限
が
切
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
無
駄
を
防

ぎ
、
災
害
時
で
も
普
段
と
変
わ
ら

な
い
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は
、

日
常
的
に
食
べ
て
い
る
缶
詰
め
や

レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
を
少
し
多
め

に
買
っ
て
お
き
、
食
べ
た
分
を
買

い
足
し
、
常
に
一
定
の
新
し
い
食

料
を
家
庭
に
備
蓄
し
て
お
く
方
法

で
す
。

避
難
の
前
後
に

注
意
す
る
べ
き
こ
と

　避
難
す
る
と
き
は
ブ
レ
ー
カ
ー

を
落
と
し
、
地
震
後
に
電
気
機
器

を
使
用
す
る
際
は
ガ
ス
漏
れ
や
機

器
・
配
線
の
損
傷
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　ガ
ス
漏
れ
や
機
器
・
配
線
の
損

傷
な
ど
が
あ
る
と
、
停
電
し
た
電

気
が
復
旧
し
た
際
に
、
倒
れ
た
電

気
器
具
に
通
電
し
て
周
囲
の
物
に

火
が
つ
い
た
り
、
ガ
ス
が
漏
れ
て

い
る
場
所
で
発
火
し
た
り
す
る
通

電
火
災
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
過
去
の
震
災
で
は
、
二

次
災
害
と
し
て
大
規
模
な
市
街
地

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
連
絡
手
段
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　地
震
な
ど
の
大
災
害
発
生
時
は
、

安
否
確
認
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
の

電
話
が
急
激
に
増
加
し
、
災
害
発

生
日
か
ら
数
日
間
、
電
話
が
つ
な

が
り
づ
ら
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
際
に
、
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
災
害
用
伝
言
板
や
災

害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
の
連
絡
手
段
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

【
災
害
用
伝
言
板（
携
帯
電
話
・
パ

ソ
コ
ン
用
）】

　ｉア

イ

メ

ニ

ュ

ー

Ｍ
ｅ
ｎ
ｕ
、
Ｅイ

ー
ジ
ーＺ
ト
ッ
プ
メ

ニ
ュ
ー
、
Ｙ

ヤ

フ

ー

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ケ
ー
タ

イ
に
表
示
さ
れ
る
災
害
用
伝
言
掲

示
板
を
選
択
す
る
こ
と
で
利
用
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
総
合
防
災
マ
ッ
プ
な
ど

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
】

　災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
固

定
電
話
や
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話

か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

被
災
者

①
１
７
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

②
録
音
を
選
ぶ（
１
を
ダ
イ
ヤ
ル
）

③
自
分
の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル

し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
録
音
す
る

確
認
す
る
人

①
１
７
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

②
再
生
を
選
ぶ（
２
を
ダ
イ
ヤ
ル
）

③
連
絡
を
取
り
た
い
人
の
電
話
番

号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
再
生
す
る

※
被
災
地
内
の
人
も
、
被
災
地
以

外
の
人
も
被
災
地
内
の
人
の
電
話

番
号
を
市
外
局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル

し
て
く
だ
さ
い

【非常時持出品の例】
●携帯ラジオ
●�救急医療品＝常備薬、鎮痛剤、ばんそうこう、
傷薬、胃腸薬、包帯、風邪薬など
●非常食＝飲料水、乾パン、缶詰め、アルファ米
　※火を通さず食べられる物がおすすめです
●懐中電灯（できれば１人１つ）
●衣類（下着・上着）
●生理用品
●粉ミルク・離乳食・紙おむつ
●ウェットティッシュ
●ヘルメット
●タオル
●かっぱ
●ライター
●紙皿・紙コップ・水筒
●缶切り・栓抜き
など

　平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
が
た
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
最
大
震
度
７
を
観
測

し
た
ほ
か
、
同
年
６
月
の
群
馬
県
南
部
を
震
源
と
し
た
地
震
で
は
、
市

内
で
震
度
４
を
観
測
し
ま
し
た
。
自
然
災
害
は
人
間
の
力
で
な
く
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
頃
の
備
え
で
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
家
具
の
固
定
な
ど
、
ま
ず
は
身
の
周

り
の
安
全
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　安心
安
全
課（
☎
（27）
２
７
０
６
）

地
震
へ
の
備
え
防
災
対
策
は
日
頃
か
ら

普
段
の
生
活
時
か
ら

　
　
　

準
備
す
る
べ
き
こ
と

　
　
　

　緊急時の避難情報などを確実に得ら
れるよう、いせさき情報メールに登録
しましょう。
登録方法　携帯電話などか
ら次のメールアドレスに空
メールを送信してください
メール t-isesaki@sg-m.jp

【備蓄品の例】
●飲料水
※１人１日３リットルは必要です。備蓄の目安
にしてください
●�非常食＝米、缶詰め、レトルト食品、カップ
麺、ドライフーズ、菓子類（チョコレート、あ
め）、調味料など
●卓上こんろ・ガスボンベ・固形燃料
●生活用水
　※風呂などに貯水しましょう
●毛布・寝袋
●洗面用具
●鍋・やかんなどの調理器具
●バケツ
●各種アウトドア用品
など

災害復旧までの数日間（最低３日、推奨７日）を過
ごせるように備蓄しましょう。

いせさき情報メールに登録を

非
常
時
持
出
品
や
備
蓄
品
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

大
地
震
発
生
！

　
　
　
　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
応

https://service.sugumail.com/isesaki/
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　直面する行政課題に対応するとともに、行政の効率化をより一層図るた
め、市の組織機構の一部を改正します。機構改正に伴い、現在市役所本館
５階にある下水道管理課・下水道整備課の事務室が移転します。詳しくは
５ページを確認してください。
　市民病院には、経営の自主性の強化と責任体制を明確にす
るため、特別職の病院事業管理者を設置します。
問い合わせ　事務管理課（☎27−2708）

　下水道事業の公営企業化と水道局との組織統合に伴い、公共下水道事業、農業集落排水事業、
合併処理浄化槽に関する窓口が移転します。移動する部署や窓口とその移転先、取り扱う業務な
どをお知らせします。
問い合わせ　下水道管理課（☎27−2774）・下水道整備課（☎27−2777）
　※下記の業務内容や問い合わせ先などは移転後のものです

令和２年度機構改正
４月１日から市の組織体制が変わります

３月30日（月）下水道管理課・下水道整備課の事務室、
浄化槽補助金申請や受益者負担金の納付窓口が移転します

　伊勢崎市会計年度任用職員の募集します。希望者は登録申込書を提出してください。登録
申込書を提出すると、「会計年度任用職員任用候補者名簿」に登録され、書類審査、面接など
の選考の結果で任用が決まります。選考を行う場合は、任用担当者が登録者本人に連絡します。

問い合わせ　職員課（☎27−2705）・教育委員会総務課（☎27−2785）

改正前 改正後 改正の内容

経済部
企業誘致課
　企業誘致係

経済部
企業誘致課
企業誘致係
産業団地推進係

企業誘致課に産業団地推進係を新
設します。

水道局
総務課
総務係、経理係、料金係

工務課
計画係、工務係

給水課
給水係、維持係、浄水係
竜宮浄水場、広瀬浄水場、
書上浄水場、あずま浄水場、
境下武士浄水場

上下水道局
総務課
総務係、経理係、料金係

上水道整備課
上水道計画係、工務係、
給水係、維持係

浄水課
施設係、浄水係
竜宮浄水場、広瀬浄水場、
書上浄水場、あずま浄水場
境下武士浄水場

水道事業と下水道事業の組織統合
を行います。
※機構改正に伴い下水道管理課
で行っている事務のうち、「浄化
槽の普及に関する事務」は環境
部環境政策課へ、「都市下水路
の事務」は建設部土木課へ、そ
れぞれ移管します

都市計画部
下水道管理課
下水管理係、生活排水係、
維持促進係
伊勢崎浄化センター

下水道整備課
計画係、工務係

下水道施設課
施設管理係、施設改修係
伊勢崎浄化センター

下水道整備課
下水道計画係、工務係、
排水設備係

令和２年度機構改正表

移転後の業務内容

N

広
瀬
川

●
南公民館

連取元町

永久橋西

上泉町南

三光町連取元町北

上泉町北

永久橋

広瀬大橋

上下水道局

上下水道局案内図

●下水道施設課
　伊勢崎浄化センターに移転します。
【施設管理係】
業務　下水道・農業集落排水・市設置浄化槽の施設管
理に関すること
問い合わせ　☎27−2775　　　　　
【施設改修係】
業務　下水道終末処理場（伊勢崎浄化センター）の改
修に関すること
問い合わせ　☎27−2774
【伊勢崎浄化センター】
業務　伊勢崎浄化センターの施設管理に関すること
問い合わせ　☎32−4554

浄化槽補助金申請や料金などの納付窓口案内

　下水道使用料、受益者負担金などの納付や浄化槽
補助金の相談・申請窓口が一部変わります。移転後
の窓口は次の通りです。
●各種料金納付窓口
【下水道使用料】
　上下水道局料金窓口、税証明総合窓口（市役所本
館１階）、各支所道路対策室、コンビニエンススト
アで納付できます。
問い合わせ　上下水道局（☎30−1230）

【受益者負担金】
　上下水道局料金窓口、水道料金納付金融機関、税
証明総合窓口（市役所本館１階）、各支所道路対策室
で納付できます。
問い合わせ　上下水道局（☎30−1230）
●浄化槽補助金の相談・申請窓口
　環境政策課で、浄化槽補助金に関する相談や申請
などを受け付けます。
問い合わせ　環境政策課（☎27−2732）

N
●昭和橋

天満橋

広
瀬
川

茂呂
中央公園

伊勢崎高校西

354

伊勢崎
浄化センター

伊勢崎浄化センター案内図

●下水道整備課
　上下水道局に移転します。
【下水道計画係】
業務　下水道事業の計画に関すること
問い合わせ　☎27−2777
【工務係】
業務　下水道工事に関すること
問い合わせ　☎27−2778
【排水設備係】
業務　下水道・農業集落排水・市設置浄化槽への接続
申請に関すること
問い合わせ　☎27−2777
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※
償
却
資
産
は
対
象
外
で
す

対
象

　納
税
者
、
納
税
者
と
同
世

帯
の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
納
税

者
か
ら
委
任
を
受
け
た
人

手
数
料

　無
料

　
　
　
　＊
　
　
　＊

い
ず
れ
も

期
間

　４
月
１
日（
水
）か
ら
６
月

１
日（
月
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

会
場

　資
産
税
課

用
意
す
る
物

　本
人
確
認
が
で
き

る
物（
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）・

健
康
保
険
証
な
ど
）、
委
任
を
受

け
た
人
は
委
任
状
、
借
地
・
借
家

人
は
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
有
償
の

権
利
関
係
を
示
す
書
類

令
和
２
年
度
用
路
線
価
、
標
準

宅
地
の
位
置
・
価
格
の
閲
覧

期
間

　４
月
１
日（
水
）か
ら

会
場

　資
産
税
課

手
数
料

　無
料

車
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　手
続
き
を
し
な
い
と
、
既
に
軽

自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
な
く

て
も
、
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
３
月

末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
早
め

に
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　市
民
税
課（
☎

（27）

２
７
１
５
）

果
樹
を
活
か
し
た
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン

を
作
成
し
ま
し
た
。

市
内
の
店
舗
な
ど
で
販
売
し
ま
す

　「ベ
リ
ー
ズ
リ
バ
ー
」は
お
酒
で

す
。
20
歳
未
満
の
人
は
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
販
売
店
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

発
売
日
　３
月
２
日（
月
）

販
売
価
格
　１
９
８
０
円（
税
込
）

※
１
本
の
内
容
量
は
５
０
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
で
す

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
で
す

問
い
合
わ
せ
　農
政
課（
☎

（27）
２

７
５
７
）

課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】

　固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
う
ち
、

納
税
義
務
者
本
人
が
所
有
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
課
税
の
内
容
を

確
認
で
き
ま
す
。
５
月
上
旬
に
発

送
予
定
の
納
税
通
知
書
に
も
課
税

台
帳
と
同
じ
内
容
を
記
載
し
ま
す
。

対
象

　納
税
義
務
者
、
納
税
義
務

者
と
同
世
帯
の
親
族
、
納
税
管
理

人
、
納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を
受

け
た
人
、
借
地
・
借
家
人

手
数
料

　無
料

※
借
地
・
借
家
人
は
土
地
１
筆
３

０
０
円
で
１
筆
増
え
る
ご
と
に
50

円
加
算
、
家
屋
１
棟
３
０
０
円
で

１
棟
増
え
る
ご
と
に
50
円
加
算
さ

れ
ま
す

【
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
】

　市
内
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額

が
記
載
さ
れ
た
縦
覧
帳
簿
を
確
認

で
き
ま
す
。
土
地
の
納
税
者
は
土

地
に
つ
い
て
、
家
屋
の
納
税
者
は

家
屋
に
つ
い
て
縦
覧
で
き
ま
す
。

　軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
軽
自
動
車
・

小
型
特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型

自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
の
登

録
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　住
所
を
変
更
し
た
と
き
や
、
軽

自
動
車
な
ど
を
廃
車
、
売
却
な
ど

で
手
放
し
た
と
き
は
、
３
月
31
日

（
火
）ま
で
に
必
ず
登
録
変
更
や
廃

伊
勢
崎
市
ら
し
い

ク
ラ
フ
ト
ジ
ン
を
作
成
し
ま
し
た

　伊
勢
崎
市「
農の

う

＆と

食し
ょ
く

」戦
略
会
議

は
、
伊
勢
崎
市
産
の
二
条
大
麦
を

使
用
し
た
伊
勢
崎
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン

「
ベ
リ
ー
ズ
リ
バ
ー
」を
販
売
し
ま

す
。
香
り
付
け
に
は
、
ジ
ュ
ニ
パ

ー
ベ
リ
ー
の
ほ
か
数
種
類
の
ハ
ー

ブ
に
、
伊
勢
崎
市
産
の
桑
の
葉
パ

ウ
ダ
ー
を
加
え
て
仕
上
げ
て
い
ま

す
。　伊

勢
崎
市
は
日
照
時
間
の
長
さ

や
冬
場
の
乾
燥
し
た
気
候
か
ら
麦

栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

大
麦
を
ベ
ー
ス
に
し
、
ハ
ー
ブ
や

　固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課

税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
と
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　資
産
税
課（
☎

（27）
２
７
１
９
）

固
定
資
産
税 

閲
覧
・
縦
覧
で
き
ま
す

　よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
は
、
全
国
の
信
用
金
庫
が

協
賛
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
の
イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
で
、
東
京
都

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
の
開
催
や
、

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト「
よ
い
仕
事

お
こ
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
開
設

を
し
て
い
る
団
体
で
す
。
相
互
が

持
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
中
小
企
業
支
援
や
地
域
創

生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連

携
し
て
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め

に
、
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　企
画
調
整
課 

（
☎

（27）
２
７
０
７
）

よ
い
仕
事
お
こ
し
フ

ェ
ア
実
行
委
員
会
と

の
包
括
的
連
携
に
関

す
る
協
定
を
締
結

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の
登
録
変
更
は

３
月
31
日（
火
）ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

伊
勢
崎
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン

「
ベ
リ
ー
ズ
リ
バ
ー
」を
発
売
し
ま
す

原動機付自転車・小型特殊自動車　こんなときは届け出を
こんなとき 届け出の区分 用意する物

●廃車（処分）する
●市外へ転出する
●市外の人に譲る
●売却する

廃車
ナンバープレート
登録者の印鑑
標識交付証明書

市内の人に譲る 名義変更
新しい登録者の印鑑 
標識交付証明書 
譲渡証明書（旧登録者の押印が
あるもの）

軽自動車・自動車・バイクの廃車・登録変更の届け出先
車種区分 届け出先

原動機付自転車（125cc以下）
小型特殊自動車（トラクターなど）

市民税課
☎27−2715

二輪の軽自動車
（125ccを超え250cc以下） 関東運輸局群馬運輸支局（前橋市）

☎050−5540−2021二輪の小型自動車
（250㏄を超えるもの）
三輪・四輪の軽自動車 軽自動車検査協会群馬事務所（前橋市）

☎050−3816−3109

　グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ス
ポ
ー

ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
き
矢
・
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
の
３
種
目
を
本
大
会
の

特
別
ル
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

期
日
　４
月
18
日（
土
）

時
間
　午
前
８
時
開
会

会
場
　市
陸
上
競
技
場
・
市
民
体

育
館

対
象
　市
内
に
在
住
の
60
歳
以
上

の
人
ま
た
は
障
害
の
あ
る
人

定
員
　３
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
料
　無
料

申
し
込
み
　３
月
24
日（
火
）ま
で

に
直
接
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

（
市
民
体
育
館
内
）へ

問
い
合
わ
せ

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎

（27）
２
７
４
７
）・
市
ス
ポ
ー
ツ

協
会
事
務
局（
☎

（23）
４
３
１
６
）

※登録者が亡くなったときや、車両が盗難に遭った場合にも届け出が必要です
※普通自動車にかかる税金は県税です。税の仕組みや支払いなどについての詳
細は伊勢崎行政県税事務所（☎24−4350）に、届け出については関東運輸局
群馬運輸支局（☎050−5540−2021）に、それぞれ問い合わせてください

ト
ラ
イ
ア
ル
ス
ポ
ー

ツ
祭 

in 

い
せ
さ
き

イ
ン

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受

給
資
格
の
認
定
は
、
必
要
書
類
の

確
認
が
で
き
た
日
か
ら
で
す
。
現

在
の
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
間

が
切
れ
る
前
で
も
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

適
正
な
受
診
に
ご
協
力
を

　福
祉
医
療
制
度
で
か
か
っ
た
そ

の
医
療
費
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
か

ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な

財
源
を
有
効
に
使
う
た
め
、
必
要

の
な
い
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

【
受
診
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
入
院
し
て
高
額
な
医
療
を
受
け

る
場
合
な
ど
は
、
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
で「
限
度
額
適
用
認
定

証
」を
取
得
し
て
医
療
機
関
に
提

示
す
る

●
学
校
で
の
活
動
中
の
け
が
は
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災

害
共
済
給
付
金
を
申
請
す
る

●
子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た

と
き
は
、
こ
ど
も
医
療
電
話
相
談

（
☎
＃
８
０
０
０
）を
活
用
す
る

問
い
合
わ
せ
　年
金
医
療
課（
☎

（27）
２
７
４
０
）・
各
支
所
住
民
福

祉
課

有
効
期
限
は
３
月
31
日
ま
で
。

他
の
資
格
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　中
学
生
以
下
の
子
ど
も
や
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
福
祉
医
療
制
度

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
受

給
資
格
者
証
の
有
効
期
限
が
本
年

３
月
31
日
ま
で
の
人
は
、
そ
の
後

の
医
療
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
左
記
の
資
格
要
件

に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
す
れ

ば
４
月
以
降
も
受
給
資
格
の
認
定

中
学
３
年
生
の
子
ど
も・子
ど
も
が
18
歳
を
迎
え
た
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
確
認
を

福祉医療制度の受給資格要件
●身体障害者手帳の1級または2級の人
●障害年金の1級（相当）の人
●特別児童扶養手当の1級または2級の人
●療育手帳のA判定の人、B1判定の人、B2判定で18

歳未満の子ども（※）
●自立支援医療費（精神通院）の受給者
●ひとり親家庭…18歳未満の子ども（※）を扶養して

いる母子・父子家庭など
　※18歳の誕生日以後の最初の3月31日（４月1日生

まれは18歳の誕生日前日）までの子どもを含みます

▲左から長谷川淳一さん（アイオー信用金
庫理事長）、川本恭治さん（城南信用金庫理
事長）、五十嵐市長

▲スポーツウエルネス吹き矢など３種目で
成績を競います

▲伊勢崎クラフトジン「ベリーズリバー」
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市民ボランティアフェスティバル
小さな手 大きな手 みんなでつないで令和の輪

　２月2日、絣の郷で「市民ボランティアフェステ
ィバル」が開催されました。市内で活動するボラン
ティア団体や市民活動団体が、合唱やダンスなどの
ステージ発表やブース展示、バザー、文化体験など
でそれぞれの活動を紹介しました。イベントを楽し
みに大勢の人が来場し、参加団体の皆さんと活発に
交流していました。

　２月３日、第四保育所で節分の豆まきが行われました。
園児たちが豆まきをしたり、『鬼のパンツ』など節分にち
なんだ歌を歌ったりして楽しんでいると、太鼓の音とと
もに赤鬼と青鬼が登場。園児たちが、「鬼は外」と元気な
掛け声で、豆に見立てた紙玉を鬼に向かって投げると、
かなわないと観念した鬼たちは逃げていきました。

　２月１日、赤堀芸術文化プラザで「青少年健全育成大会」が開催されました。
表彰されたのは日頃から周囲の模範となるような活動に取り組む青少年たち
90人と35団体、青少年健全育成及び非行防止標語入賞者９人です。
　表彰式後の講演「童話の語りとヘルマンハープ演奏」では、新

にい

美
み

南
なん

吉
きち

の童話
『ごんぎつね』を題材にして、作者の生い立ちと物語の背景について紹介した
後、朗読が披露されました。　

　１月28日、境総合文化センターで「景観まちづくり賞表彰式」と「景観
まちづくり講演会」が行われました。本年度の景観まちづくり賞は、建
築物デザイン部門に「さかいまちのいえ」（境中島）、「八坂の家」（八坂
町）、「（株）中西製作所群馬工場」（東上之宮町）が、屋外広告物デザイン
部門に「リスパック（株）関東工場の壁面広告」（境伊与久）が、まちづくり
活動部門に「通学路の景観整備」（波志江町）が選ばれ、関係者が表彰され
ました。講演会では、市民団体に参加してまちづくりに取り組む笠原実
さんが「まちを舞台に～いせさき市民まちづくりの軌跡～」と題し、自身
のこれまでの活動を振り返りながら、市民によるまちづくり活動の歴史
や功績について講演しました。

景観まちづくり賞表彰式・景観まちづくり講演会
良好な景観の形成に貢献した建物や活動が受賞

青少年健全育成大会
青少年たちの日頃の善い行いをたたえ表彰しました

第四保育所の豆まき
豆をまいて鬼退治

　２月４日、市役所で「文化・スポーツ功労者表彰式」が
行われました。中島アグリさん（境下武士）、豊受書道教
室、連取町区が文化功労賞を受賞し、木村良一さん（上
諏訪町）、石田直見さん（北千木町）がスポーツ功労賞を
受賞しました。受賞者には賞状と記念品がそれぞれ贈ら
れました。

文化・スポーツ功労者表彰式
各分野の功労者を表彰

機織り体験ではコースター作りが体験できました

四ツ葉学園中等教育学校茶華道部が
茶道のお点前を披露しました

運動が苦手でも楽しく体を動かすことが
できるB

ボ

O
ッ

K
ク

S
ス

を体験

団体活動を紹介する
ブース展示

バザーでは手芸品など
さまざまな物を販売

豆に見立てた紙玉で豆まきをしました

さかいまちのいえ 八坂の家 （株）中西製作所群馬工場

リスパック（株）関東工場の壁面広告
通学路の景観整備
（波志江町３丁目新宿区） 笠原実さんによる講演会

表彰を受ける八坂の家の
建築主の斉藤恵子さん

左から徳江教育長、井上哲男さん（連取町区）、中島
アグリさん、久保田尚さん（豊受書道教室）、吉田副
市長

青少年健全育成及び非行防止標語の
入賞者を代表して表彰されました

善い行いをした青少年の表彰 新美南吉の童話『ごんぎつね』の朗読



申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　幹
部

候
補
生
は
５
月
１
日（
金
）ま
で
、

一
般
曹
候
補
生
は
５
月
15
日（
金
）

ま
で
に
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本

部
前
橋
募
集
案
内
所（
☎
０
２
７

ー
２
３
３
ー
８
９
６
０
）

皆
さ
ん
の
善
意

秘
書
課（
☎
（27）
２
７
０
０
）    

　次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
伊
勢
崎
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら
華
蔵
寺
公
園
へ
キ
リ
シ
マ
ツ

ツ
ジ
３
本
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ

ジ
３
本

♥
群
馬
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組

合
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
２
万
円

♥
立
正
佼
成
会
高
崎
教
会
か
ら
福

祉
事
業
基
金
へ
20
万
円

♥
伊
勢
崎
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
２
万
円

♥
㈱
リ
ッ
ケ
ン
か
ら
名
和
小
学
校

へ
縄
跳
び
ジ
ャ
ン
プ
台
２
台

♥
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
か
ら
市
内
の
児
童
館
と
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
図
書
45
万
円
分

♥
伊
勢
崎
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら
市
民
病
院
へ
ロ
ビ
ー
チ
ェ
ア

２
台

♥
高
山
博
光
さ
ん（
市
場
町
二
丁

目
）か
ら
赤
堀
小
学
校
へ
伊
勢
崎

銘
仙
の
反
物
１
反
と
同
着
物
２
着

結
果
は
書
面
で
申
込
者
全
員
に
通

知
し
ま
す

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

環
境
保
全
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）  

　
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
道

路
や
公
園
、
河
川
な
ど
の
身
近
な

公
共
空
間
を
養
子
と
見
立
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
そ
の
里
親
と
な
っ

て
清
掃
や
植
栽
な
ど
の
環
境
美
化

活
動
を
行
う
も
の
で
す
。
市
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
や
必

要
な
物
品
の
支
給
、
里
親
で
あ
る

こ
と
を
示
す
表
示
板
の
提
供
な
ど

で
参
加
団
体
の
活
動
に
協
力
し
ま

す
。
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
企
業
や

有
志
の
集
ま
り
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
団
体
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

防
犯
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
協
力
員

を
募
集

安
心
安
全
課（
☎
（27）
２
７
０
６
）  

　子
ど
も
の
通
学
路
な
ど
で
パ
ト

ロ
ー
ル
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間

　４
月
１
日（
水
）以
後

登
録
し
た
日
か
ら
令
和
３
年
３
月

31
日（
水
）ま
で

対
象
　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
で
、
防
犯
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル

に
継
続
的
に
参
加
で
き
る
個
人
・

団
体

内
容
　散
歩
や
子
ど
も
の
送
迎
な

お
知
ら
せ

土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
変
更

の
縦
覧

市
街
地
整
備
課（
☎
（21）
７
４
９
０
）

　
伊
勢
崎
駅
周
辺
第
二
土
地
区
画

整
理
事
業
計
画
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
の
で
縦
覧
し
ま
す
。

会
場

　中
心
市
街
地
整
備
事
務
所

内
容

　施
行
期
間
の
変
更

健
康
い
せ
さ
き
21（
第
２
次
）後

期
計
画（
案
）に
つ
い
て
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の
結
果

を
公
表
し
て
い
ま
す

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
（23）
６
６
７
５
）

　健
康
い
せ
さ
き
21（
第
２
次
）後

期
計
画（
案
）に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の
結
果
を
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
市
民
情
報

コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支
所
）、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で
祭
り
の
備

品
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た

行
政
課（
☎
（27）
２
７
０
２
）  

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
を
財
源
と

す
る「
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
」を
利
用
し
て
、
平
和

町
三
区
で
は
祭
り
用
の
み
こ
し
を

修
理
し
ま
し
た
。

募
集

障
害
者
計
画
策
定
委
員
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す

障
害
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
３
）

　障
害
の
あ
る
人
の
自
立
や
社
会

参
加
へ
の
支
援
な
ど
、
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
、
障
害
者
計
画
を
策
定
す
る
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
会
議
は
年
５

回
程
度
平
日
に
開
催
し
、
計
画
は

令
和
３
年
３
月
ご
ろ
ま
で
に
策
定

す
る
予
定
で
す
。
報
酬
は
あ
り
ま

せ
ん
。

委
嘱
期
間
　委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

市
長
に
計
画
を
提
言
す
る
日
ま
で

対
象
　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
20
歳
以
上
の
人

定
員

　２
人

申
し
込
み

　申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
障
害
福
祉

課
へ

※
申
込
書
は
障
害
福
祉
課
・
各
支

所
住
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す

宛
先
　〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）
　市
役
所
障
害
福
祉

課
、
（26）
１
８
０
８
、f-shogai

@
city.isesaki.lg.jp

締
切
日
　３
月
16
日（
月
）（
必
着
）

※
応
募
の
内
容
を
基
に
選
考
し
、

時
間

　午
前
10
時
～
正
午

会
場

　社
会
福
祉
協
議
会（
上
泉

町
）

対
象

　市
内
に
在
住
で
、要
介
護・

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
人

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　研
修
会
の
前
日
ま
で

に
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
社
会
福
祉
協
議
会（
上
泉
町
１

５
１
、
☎
（27）
５
９
７
４
）へ

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

期
日

　３
月
16
日（
月
）

時
間

　午
後
２
時
開
始

ど
の
際
、
市
か
ら
貸
与
さ
れ
た
腕

章
を
着
用
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

を
行
い
ま
す
。
活
動
時
間
や
方
法

な
ど
は
自
由
で
す

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

ま
す
。
保
険
料
は
市
が
負
担
し
ま

す申
し
込
み
　直
接
ま
た
は
電
話
で

安
心
安
全
課
へ

自
衛
官（
幹
部
候
補
生
・
一
般

曹
候
補
生
）募
集

市
民
課（
☎
（27）
２
７
２
６
）

【
幹
部
候
補
生
】

試
験
日

　５
月
９
日（
土
）ほ
か

対
象

　20
歳
以
上
25
歳
以
下
で
大

卒
ま
た
は
大
卒
見
込
み
の
人
、
20

歳
以
上
27
歳
以
下
で
大
学
院
の
修

士
課
程
を
修
了
し
た
人
ま
た
は
修

了
見
込
み
の
人

【
一
般
曹
候
補
生
】

試
験
日
　５
月
23
日（
土
）

対
象
　18
歳
以
上
32
歳
以
下
の
人

　
　
　
　＊
　
　
　＊

い
ず
れ
も

会
場

　市
役
所
北
館
４
階
会
議
室

定
員

　７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み

　当
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
１
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

宿
泊
施
設
利
用
受
け
付
け
方
法

の
変
更

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

　本
年
４
月
１
日（
水
）か
ら
、
令

和
３
年
４
月
１
日
以
降
の
宿
泊
施

設
を
利
用
す
る
際
、
受
け
付
け
方

法
が
変
わ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ

　青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー（
☎
（23）
５
８
０
０
）

　田島弥平旧宅で消防訓練を行います。車で来場
の際は、島村蚕のふるさと公園または田島弥平旧
宅案内所の駐車場を利用してください。
　※訓練実施の時間帯は通常の見学ができない場
　合があります
期日　３月８日（日）
時間　午前10時30分～11時30分
会場　田島弥平旧宅
問い合わせ　文化財保護課（☎75−6672）

華蔵寺公園遊園地 ☎25－4478
http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

公
共
下
水
道

供
用
開
始
区
域
の
縦
覧

下
水
道
管
理
課（
☎
（27）
２
７
７
４
）

　３
月
31
日（
火
）か
ら
、
公
共
下

水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
が
広
が

り
ま
す
。
対
象
区
域
を
示
し
た
地

図
を
縦
覧
し
ま
す
。

期
間

　３
月
９
日（
月
）か
ら
27
日

（
金
）ま
で

会
場

　下
水
道
管
理
課

対
象
区
域

　今
泉
町
一
丁
目
、
上

諏
訪
町
、
日
乃
出
町
、
南
千
木
町
、

茂
呂
町
二
丁
目
、
韮
塚
町
、
今
井

町
、
長
沼
町
、
下
蓮
町
、
市
場
町

一
丁
目
、
東
町
、
田
部
井
町
二
丁

目
、
東
小
保
方
町
、
平
井
町
、
小

泉
町
、
田
部
井
町
三
丁
目
、
境
新

栄
、
境
西
今
井
、
境
三
ツ
木
の
そ

れ
ぞ
れ
一
部
の
区
域

高
齢
者
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会地域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
（27）
２
７
４
５
）

　市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
た
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
介

護
予
防
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
市

が
指
定
す
る
介
護
施
設
な
ど
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
と
、
交

付
金
に
換
え
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
に
参

加
す
る
た
め
に
は
研
修
会
に
参
加

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

期
日

　３
月
17
日（
火
）

　
　
　

田島弥平旧宅火災防ぎょ訓練

市民病院の外科初診受付が一部変わります
ホワイトデーイベント

　観覧車を利用した人それぞれ先着100人
へお菓子を差し上げます。
　※天候により変更する場合があります
期日　３月８日（日）
時間　●午前11時30分～
　　　●午後２時30分～

　４月１日（水）から平日の外科の初診には、救急の場合を
除き、かかりつけ医の紹介状が必要となります。病気かな
と思ったときには、まずかかりつけ医を受診しましょう。
かかりつけ医が病状を判断し、必要に応じて市民病院など
の医療機関を紹介します。ご理解、ご協力をお願いします。
問い合わせ　市民病院医療サービス課（☎25−5022）

ごみ分別アプリ「さんあ～る」！
ごみの分別、ごみ出し日
スマホひとつでスマート管理！

▲Android版 ▲iOS版

スマホアプリ「マチイロ」で広報いせさきを配信中！
スマートフォンなどでいつでもどこでも、
広報いせさきを読むことができます。
問い合わせ　広報課（☎27－2711）

問い合わせ　環境政策課（☎27－2732）

▲消防団と地元住民が協力して訓練を実施します

防犯

広報いせさき　No.36511 2020年（令和2年）3月1日号 10

情報掲示板 情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

…………………
………………………
……………………

…………………………

………
……

開庁時間　 午前８時30分～午後５時15分

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

■災害情報案内（24時間）
■救急病院等案内（24時間）

- i n f o r m a t i o n -

http://machiiro.town/
https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.co.delight_system.threeR.android
https://itunes.apple.com/WebObjects/MZStore.woa/wa/viewSoftware?id=977071564&mt=8
mailto:f-shogai@city.isesaki.lg.jp
mailto:f-shogai@city.isesaki.lg.jp


ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」体
験
教
室

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

期
日

　３
月
31
日（
火
）

時
間

　午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

午
後
１
時
～
２
時
30
分
、
午
後
３

時
～
４
時
30
分

会
場

　三
郷
公
民
館

対
象

　市
内
の
小
学
１
年
生
か
ら

３
年
生

定
員

　各
10
人（
先
着
順
）

内
容

　プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
ソ

フ
ト「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」を
使
っ
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
び
ま
す

参
加
料

　５
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み

　３
月
16
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

能
力
の
維
持
・
向
上
と
介
護
予
防

を
目
的
と
し
た
、
高
齢
者
向
け
の

体
操
を
し
ま
す

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　３
月
16
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

図
書
館
調
べ
学
習
応
援
講
座

図
書
館
課（
☎
（23）
２
３
４
６
）

期
日

　３
月
15
日（
日
）

時
間

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場

　伊
勢
崎
市
図
書
館

定
員

　50
人（
先
着
順
）

内
容

　課
題
に
つ
い
て
調
べ
て
結

果
を
ま
と
め
る「
調
べ
学
習
」に
つ

い
て
学
び
ま
す

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　当
日
直
接
会
場
へ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎
（70）
２
４
１
５
）

期
日
　３
月
17
日（
火
）

時
間
　午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場
　境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象

　市
内
に
在
住
の
２
カ
月
以

上
１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

定
員

　25
組（
先
着
順
）

内
容

　植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
て
赤

ち
ゃ
ん
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
、
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
を
取
り
ま
す

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　３
月
10
日（
火
）午
前

10
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
境

児
童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

す
こ
や
か
体
操
教
室

赤
堀
公
民
館（
☎
（62）
１
１
５
３
）

期
日

　４
月
２
日
・
９
日
・
16
日

の
木
曜
日（
全
３
回
）

時
間

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場

　赤
堀
公
民
館

対
象

　市
内
に
在
住
の
70
歳
以
上

の
人

定
員

　15
人（
先
着
順
）

内
容

　日
常
生
活
に
必
要
な
動
作

講
座

い
き
い
き
サ
ロ
ン

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
（27）
２
７
４
５
）

　シ
ニ
ア
の
た
め
の
、
運
動
や
お

し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
楽
し
い
交
流

の
場
で
す
。

期
日

　３
月
17
日（
火
）

時
間

　午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場

　絣
の
郷（
円
形
交
流
館
）

対
象

　市
内
に
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
人

内
容

　体
操
、
歌
、
小
物
作
り
な

ど
を
行
い
ま
す

参
加
料

　１
０
０
円（
保
険
料
）

申
し
込
み

　当
日
直
接
会
場
へ

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

北
公
民
館（
☎
（25）
４
５
４
７
）

期
日

　３
月
17
日
・
24
日
・
31
日

の
火
曜
日（
全
３
回
）

時
間

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場

　北
公
民
館

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員

　15
人（
先
着
順
）

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

３
月
10
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら

電
話
で
北
公
民

館
へ

通
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

で
何
を
学
ぶ
の
か
を
学
び
ま
す

参
加
料
　１
０
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み
　３
月
９
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

進
級
・
進
学
準
備
の
数
学
・
理

科
教
室

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

期
日
　３
月
22
日（
日
）

時
間
　午
後
１
時
30
分
～
３
時
15

分会
場
　赤
石
楽
舎

対
象
　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学

の
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
２
年
生

※
保
護
者
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま

す

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

入
学
準
備
！
親
子
で
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
知
ろ
う
・
体
験
教
室

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

期
日
・
時
間

●
３
月
26
日（
木
）＝
午
前
10
時
～

11
時
30
分
、
午
後
１
時
～
２
時
30

分●
３
月
28
日（
土
）＝
午
前
10
時
～

11
時
30
分
、
午
後
１
時
～
２
時
30

分
、
午
後
３
時
～
４
時
30
分

会
場
　宮
郷
公
民
館

対
象
　市
内
に
在
住
の
、
令
和
２

年
４
月
に
小
学
１
年
生
に
な
る
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　各
５
組（
先
着
順
）

内
容
　プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
を

期日　３月24日（火）
時間　午前10時～正午
会場　清掃リサイクルセンター21
対象　市内に在住または在勤・在学の人
定員　12人（先着順）
内容　布でできたアートフラワーのスイート
　ピーを使って、壁飾りを作ります
参加料　1,500円（材料費）
申し込み・問い合わせ　３月17日（火）午前９
　時から電話で清掃リサイクルセンター21
　（☎32−3166）

期日　４月14日・21日・28日の火曜日（全３回）
時間　午前10時～11時30分
会場　殖蓮公民館
対象　市内に在住または
　在勤・在学の人
定員　20人（先着順）
内容　簡単なあいさつや
　自己紹介などの手話を
　学びます
参加料　無料
申し込み・問い合わせ　３月10日（火）午前９時か
　ら直接または電話で殖蓮公民館（☎26−4560）

定
員

　18
人（
先
着
順
）

内
容

　算
数
や
数
学
、
理
科
の
勉

強
の
こ
つ
な
ど
を
学
び
ま
す

参
加
料
　無
料

申
し
込
み
　３
月
９
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

ス
ポ
ー
ツ

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日
・
時
間

●
水
曜
日
コ
ー
ス
＝
４
月
１
日
か

ら
22
日
ま
で
の
水
曜
日（
全
４
回
）・

午
後
７
時
30
分
～
９
時

●
土
曜
日
コ
ー
ス
＝
４
月
４
日
か

ら
25
日
ま
で
の
土
曜
日（
全
４
回
）・

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
い
ず
れ
も
雨
天
の
場
合
は
順
延

会
場

　西
部
公
園

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
で
、
20
歳
以
上
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
初
心
者

定
員

　各
コ
ー
ス
20
人（
先
着
順
）

内
容

　ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
ス
ロ
ー

ラ
ン
ニ
ン
グ（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
）

※
最
終
日
は
約
３
・
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ス
を
走
り
ま
す

参
加
料
　１
回
５
０
０
円（
保
険

料
・
資
料
代
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　３
月

17
日（
火
）か
ら
31
日（
火
）ま
で
の

午
後
２
時
か
ら
７
時
ま
で
に
電
話

で
伊
勢
崎
西
部
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局（

０
８
０
ー
４
８
８
７

ー
９
６
２
９
）

※
月
・
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

早
朝
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（23）
７
０
１
５
）

期
日
　４
月
５
日
か
ら
５
月
24
日

ま
で
の
日
曜
日（
全
８
回
）

時
間
　午
前
６
時
30
分
～
８
時
30

分会
場
　市
庭
球
場

対
象
・
定
員
・
参
加
料

●
一
般（
市
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人
）＝
70
人（
先
着
順
）・
１

５
０
０
円

※
高
校
生
・
大
学
生
は
除
き
ま
す

●
ジ
ュ
ニ
ア（
市
内
の
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
）＝
30
人（
先

着
順
）・
５
０
０
円

申
し
込
み

　３
月
15
日（
日
）か
ら

25
日（
水
）ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事

務
所
内
へ

※
１
人
で
２
人
分
ま
で
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す

※
ジ
ュ
ニ
ア
の
申
し
込
み
は
保
護

者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
施
設
の
年
間
利
用
の
定
期
券
を

持
っ
て
い
る
人
・
申
請
し
て
い
る

人
の
申
し
込
み
は
、３
月
18
日（
水
）

か
ら
受
け
付
け
ま
す

エコアートフラワー教室

　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ランチタイム
コンサートを開催します。
　※座席を80席用意します。立ち見もできます
期日　３月19日（木）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　歌唱
入場料　無料
問い合わせ　行政課（☎27−2702）

市民ホール ランチタイムコンサート

　クラシック音楽、ピアノ演奏、合唱などで憩いのひ
とときを提供してくれる出演者を募集します。
　※演奏にはグランドピアノを使用できます
期日　５月21日（木）・６月18日（木）
時間　午後０時15分～０時45分
申し込み　３月19日（木）までに直接行政課へ
　※応募が多数の場合、出演できない場合があります

出演者募集♪　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先休日の漏水などの緊急連絡先

●３月20日（祝）　松原電化設備　☎62−1534
●３月21日（土）　中西工業　　　☎25−5900
●３月22日（日）　丸雄技研　　　☎23−4645

●３月28日（土）　高岸設備工業　☎25−7278
●３月29日（日）　後藤設備　　　☎50−7581

はじめての手話教室

▲教室で作るオリジナルの壁飾り
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Ａ
Ｃ
Ｐ（
人
生
会
議
）の
ご
紹
介
」

講
師
　大
沢
誠
さ
ん（
大
井
戸
診

療
所
院
長
）

参
加
料
　無
料

申
し
込
み
　３
月
10
日（
火
）午
前

10
時
か
ら
電
話
で
在
宅
医
療
介
護

連
携
セ
ン
タ
ー
い
せ
さ
き
・
た
ま

む
ら（
☎
（75）
５
１
１
１
）へ

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

ハ
ー
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

「
う
た
ご
え
★
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
」

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

期
日

　３
月
14
日（
土
）

時
間

　午
後
２
時
～
４
時

会
場

　赤
石
楽
舎

定
員

　１
２
０
人（
先
着
順
）

内
容

　キ
ー
ボ
ー
ド
、
ベ
ー
ス
、

ギ
タ
ー
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
生

演
奏
で
童
謡
、
唱
歌
、
歌
謡
曲
な

ど
を
み
ん
な
で
歌
い
ま
す

参
加
料

　１
０
０
円（
資
料
代
な

ど
）

申
し
込
み

　当
日
直
接
会
場
へ

春し
ゅ
ん

蘭ら
ん

展
文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

期
日

　３
月
14
日（
土
）・15
日（
日
）

時
間

　午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分会
場

　北
公
民
館

入
場
料

　無
料

問
い
合
わ
せ

　伊
勢
崎
市
蘭ら

ん

蕙け
い

愛

好
会（

０
９
０
ー
４
９
５
７
ー

５
４
８
５
・
吉
沢
）

期
日
　３
月
14
日（
土
）

時
間
　午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場
　境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

参
加
料
　無
料

お
楽
し
み
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎

（70）
２
４
１
５
）

　
家
の
人
や
友
達
と
一
緒
に
、
皿

回
し
や
け
ん
玉
な
ど
の
昔
の
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日

　３
月
21
日（
土
）

時
間

　午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場

　境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

参
加
料

　無
料

在
宅
医
療
介
護
市
民
公
開
講
座

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎

（27）
２
７
４
５
）

期
日

　３
月
28
日（
土
）

時
間

　午
後
２
時
～
４
時
15
分

会
場

　東
京
福
祉
大
学
伊
勢
崎
キ

ャ
ン
パ
ス（
山
王
町
）

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員

　２
０
０
人（
先
着
順
）

内
容

　

【
映
画
上
映
】

『
ピ
ア
～
ま
ち
を
つ
な
ぐ
も
の
～
』

【
講
演
会
】

演
題

　在
宅
医
療
を
実
践
す
る
医

師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ「
伊
勢
崎・

佐
波
地
区
の
在
宅
医
療
の
現
状
と

入
場
料
　無
料

【
境
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
会
場
】

期
間
　３
月
15
日（
日
）か
ら
21
日

（
土
）ま
で

※
17
日（
火
）は
休
館
で
す

時
間
　午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
15
日（
日
）は
正
午
か
ら
、
21
日

（
土
）は
午
後
４
時
ま
で

入
場
料

　無
料

問
い
合
わ
せ

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
境
い

き
い
き
ア
イ
事
務
局（

０
９
０

ー
５
３
３
２
ー
１
２
１
５
・
内
田
）

友
好
都
市
提
携
30
周
年
記
念

パ
ネ
ル
展国

際
課（
☎

（27）
２
７
３
１
）

　
国
際
友
好
都
市
提
携
30
周
年
を

記
念
し
て
、
中
国
馬ま

鞍あ
ん

山し
ゃ
ん

市
と
の

交
流
の
様
子
を
記
録
し
た
写
真
パ

ネ
ル
や
、
本
市
に
贈
ら
れ
た
記
念

品
の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。

期
間

　３
月
６
日（
金
）か
ら
18
日

（
水
）ま
で

時
間

　午
前
10
時
～
午
後
７
時

会
場

　市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
子

入
場
料

　無
料

移
動
児
童
館「
人
形
劇
」

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎

（70）
２
４
１
５
）

　
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
か
ら
人
形

劇
団「
ぽ
っ
ぷ
こ
～
ん
」が
や
っ
て

き
ま
す
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

楽
し
め
ま
す
。

相
談

無
料
空
き
家
相
談
会

環
境
保
全
課（
☎

（27）
２
７
９
７
）

　
空
き
家
の
売
買
・
賃
貸
な
ど
に

関
す
る
相
談
に
宅
地
建
物
取
引
士・

行
政
書
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

空
き
家
の
管
理
・
活
用
に
困
っ
て

い
る
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

　３
月
19
日（
木
）

時
間

　午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
３
時

会
場

　赤
堀
支
所

申
し
込
み

　当
日
直
接
会
場
へ

催
し

協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

境
ま
ち
の
史
跡
・
景
観
写
真
展

市
民
活
動
課（
☎

（61）
６
７
１
２
）

　

後
世
に
残
し
て
お
き
た
い「
境

剛
志
地
区
の
史
跡
と
景
観
」と
題

し
て
、
天
神
山
古
墳
群
跡
を
は
じ

め
、
写
真
に
収
め
た
52
点
を
そ
れ

ぞ
れ
に
説
明
を
つ
け
て
展
示
し
ま

す
。

【
絣
の
郷（
円
形
交
流
館
）会
場
】

期
間

　３
月
10
日（
火
）か
ら
14
日

（
土
）ま
で

時
間

　午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
10
日（
火
）は
正
午
か
ら
、
14
日

（
土
）は
午
後
４
時
ま
で

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24－5780　  http://isesaki-auto.jp/

3/9 •  10 • 11
◆浜松オート場外発売

3/12 •  13 • 14 • 15
◆飯塚オート場外発売

3/15 •  16 • 17
★伊勢崎市営10回2節

3/18 •  19 • 20
21 •  22

◆飯塚オート場外発売
　特別ＧⅠ共同通信社杯
　プレミアムカップ

期日　3月11日（水）
時間　午前９時30分～午後４時
　※午前11時45分から午後１時までは除きます
　※200ml献血は時間内であっても終了する場合
があります

会場　市役所東館１階市民ホール
問い合わせ　社会福祉課（☎27−2748）

献血にご協力ください
全血献血（200ml・400ml）

献　血

★…伊勢崎開催

3月29日（日）開催予定のキッズバイク
 教室は、 3月22日（日）に変更します。

有料広告のページ 広告内容については、広告主に問い合わせてください。15 2020年（令和2年）3月1日号 14
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旬コレ 問い合わせ　農政課（☎27－2757）

―生産者からひとこと
　３月ごろ収穫した物は、
特に甘みが増しておいし
いです。直売所などで見
掛けた際には、ぜひ一度
味わってもらえればと思
います。

―ルージュの宝石箱とは
　JA佐波伊勢崎によるブランド化ミニトマトです。
糖度８度以上をブランド化の基準にしています。
　実が真っ赤な様子から、フランス語で「赤色」という
意味の「ルージュ」と名付けられました。
―特徴は
　濃い甘みと酸味があり、フルーツのようなミニトマ
トです。収穫時期は12月から６月です。
―栽培方法へのこだわり
　土壌の水分量や肥料濃度の管理に気を付けています。
水分量は通常のミニトマトを栽培する場合よりも少な
く調節しています。

コレクション NO.10コレクション NO.10「ルージュの宝石箱」「ルージュの宝石箱」

しもやま農園
代表　下山 顕さん

～ 知ってる？
地元のいい味・この味！～

地元、いせさきの“旬”をお届け！ 旬の農産物
　コレクション

（ミニトマト）

しも　やま あきら

地震への備え 防災対策は日頃から ･･････････････････ P2
４月１日から市の組織体制が変わります ･･･････････ P4
固定資産税 閲覧・縦覧できます ･････････････････････ P6
福祉医療費受給資格者証の確認を ･･･････････････････ P7

い
せ
さ
き

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    https://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
第

一
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行

あ
な

た
と

市
政

を
つ

な
ぐ

情
報

紙
 ISESAKI PU

BLIC RELATIO
N

S

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは２ページへ

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

「
マ

チ
イ

ロ
」で

広
報

い
せ

さ
き

を
配

信
中

！
いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

●活動状況は？
▶月２回程度
●活動場所は？
▶殖蓮公民館
●メンバーは？
▶50人

　りぼんスターは、２歳半から就学前のトゥインクルと小学１
年生以上から小学６年生以下のミルキーウェイの２チームから
なるサークルで、チームで時間を分けて活動しています。プロ
ダンサーの指導の下、チアダンスやヒップホップ、バトントワ
リングなど、さまざまなダンスを練習しています。地域のイベ
ントや老人ホームでダンスを披露するなど、精力的に活動して
います。　　　　　　　　　（※写真はトゥインクルの皆さん）

殖蓮公民館（☎26−4560）
第95回

サークル名 キッズ チア＆ダンス りぼんスター

み
ん
な
で
一
緒
に

紙
玉
を
投
げ
て
鬼
退
治

●あなたと市政をつなぐ情報紙●●あなたと市政をつなぐ情報紙● 2020年（令和2年） No.365

3月１日号

編集後記

　東日本大震災から９年。本
市でも震度５弱の強い揺れに
見舞われ、市内各所で住宅の
被害、一時的に食料や燃料不
足が生じたと記憶しています。
この震災をきっかけに地震に
対する考え方が変わり、防災
意識も高まりましたが、月日
の経過とともに薄れてきてい
るように感じます。
　今号では、地震への備えに
ついて特集しています。自分
と自分の大切な人の命を地震
から守るため、家具の固定、
食料の備蓄や非常時持出品な
ど、まずは備えを万全にしま
しょう。　　　　　　　(あ)

主な内容 表紙写真：第四保育所の豆まき
第四保育所では節分の豆まきが行われま
した。子どもたちは「忘れんぼう鬼」や「泣
き虫鬼」など自分の中の悪い鬼を退治す
るため、目の前の鬼に紙玉を投げました。
追い掛けてくる鬼に紙玉を投げ続けると、
観念した鬼たちは逃げていきました。

2020. 3
.1

N
o.365

2020年
２

月
１

日
現

在
●

人
口

 
213,408人

 （前
月

比
＋

19）
●

世
帯

数
 

90,947戸
 （前

月
比

＋
125）

http://machiiro.town/

